
⽶国 －⽶国株が⼤幅下落、⽶政府機関の閉鎖を懸念－

2018年12⽉25⽇

12⽉24⽇の⽶国株は主要3指数が全て⼤幅下落しまし
た。NYダウ⼯業株30種平均の終値は21,792.20⽶ド
ルと前営業⽇⽐▲2.9%の下落となり、S&P500種指数
とナスダック総合指数もそれぞれ前営業⽇⽐▲2.7%、
▲2.2%の下落となりました。
NYダウは4営業⽇連続で下落し、2017年9⽉以来の安
値となっています。
⽶国株の⼤幅下落を受け、⽇経平均株価も下落基調を
辿っており、12⽉25⽇11時30分時点で19,147.45円
（前営業⽇⽐▲1,019円）まで下落しています。

⽶国株安が⽇本株にも波及

出所：Bloomberg

－⽶ドル/円の推移－

⽶ドル⾼

⽶ドル安

(2017年12⽉29⽇〜2018年12⽉24⽇)(円)

－⽶国/⽇本株式の推移－
(2017年12⽉28⽇〜2018年12⽉25⽇※)

⽶国ではメキシコ国境の壁建設費⽤を巡って与野党が
対⽴したことから、⽶政府機関の⼀部が22⽇から閉鎖
されており、市場では⽶政治の停滞懸念から⽶国株の
売りが広がりました。
また、欧州や中国景気の減速を受けて、2019年の⽶企
業の成⻑鈍化が懸念される⼀⽅、⽶連邦準備理事会
（FRB）は引き続き利上げを継続すると表明しており、
⽶国経済に対する不透明感が⾼まったことや、クリス
マス休暇前の薄商いも⼿伝って⼤幅な⽶国株安につな
がりました。
⽶ドルは円をはじめ⼤半の主要通貨に対して下落して
おり、⾜元では1⽶ドル110円台前半と約4ヵ⽉ぶりの
⽶ドル安円⾼となっています。

不透明感が続く可能性も

⽶政府や景気鈍化が懸念材料

⽶政府機関の⼀部閉鎖は25⽇現在も続いており、次に
上下院で採決が実施される可能性があるのは27⽇とな
ります。過去に⽶政府機関が閉鎖された際と⽐較して
も、今回は与野党の溝が深く、早急な解決に向けた緊
迫感が⾒られないことから、閉鎖が⻑期化する可能性
も指摘されています。
⽶国の政策問題や経済に対する不透明感は今後も続く
ものと⾒られており、⽶国株価の推移にも引き続き注
意が必要です。
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※NYダウは12⽉24⽇の現地終値
⽇経平均株価は12⽉25⽇11時30分時点の株価

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

27,000

28,000

17/12 18/2 18/4 18/6 18/8 18/10

NYダウ⼯業株30種平均（左軸）
⽇経平均株価（右軸）


